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夏が近づいてくると、子どもの頃、カブトムシやクワガタムシを大事に育てていた記憶を思い出

します。早朝、山に連れて行ってもらい、木々の中から樹液が染み出ている部分を探し、苦労して

カブトムシを発見したときは、とても嬉しかったものです。エサをあげたり、霧吹きで湿り気を与

えたり、宝物のようにして、大切に世話をしました。飼い方につ

いて分からないことがあると、友達に尋ねたり、本で調べたりし

ました。自分の好きなこと、関心のあることだったから、意欲的

に動けたのかもしれません。

自然の中には、子どもたちの興味・関心を沸き立たせる

たくさんの事象・現象があります。理科の学習を通して、

それらの事象と豊かに出会い、「なぜ？」「どうして？」と探求する心を大事にしながら、

「そうか。」「なるほど。」と実感する体験をしっかりと味わって欲しいと思います。

このような子どもの「科学する心」を大切にして、理科教育への支援を行うのが久留

米市理科教育センターです。

ところで、久留米市理科教育センターは、昭和３６年に本市における理科教育の充実

・振興を図るために、久留米市立篠山小学校理科室に設置されました。平成２０年度か

らは、久留米市教育センター内に設置され、本年で５７年目を迎える歴史と伝統のある

理科教育センターです。これもひとえに先達の先生方や理科教育センター委員の方々の

理科教育に対する熱い思いとご尽力の賜物だと考えます。

本年も「理科作品展・サイエンスフェア」を９月２日（土）・３日（日）の両日、久留

米工業大学を会場に開催いたします。理科作品展も第７０回を迎えます。そこで、今回、

郷土の偉人「からくり儀右衛門」こと田中久重氏が作った久留米市指定文化財である「弓

曳き童子」の実演も行います。多くの子どもたちや保護者、先生方の参加を願っていま

す。

今後も、久留米市理科教育センターでは、子どもたちの科学・理科学習に対する興味

や関心が高まるように、そして、先生方の指導の役に立つように様々な事業を行ってま

いります。先生方のご理解とご支援をどうぞよろしくお願いいたします。
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久留米市理科教育センターは、昭和３６年に久留米の子どもたちに自然事象や理科学習に対する

興味・関心を高め、自然にふれあうことを楽しみ、自ら自然を調べようとする態度や能力の育成を

目指し、学校の理科授業を支援するために設置されたものです。

○主体的、対話的な理科の授業実践力の向上に取り組む。

○理科教育推進協力校への理科教育充実の支援を行い、その成果を各校で実践する。

○校内、理科室の環境整備を推進する。

○第７０回久留米市理科作品展を実施する。

○理科備品の積極的な活用を図る。

（１）科学教育推進事業

○第７０回久留米市理科作品展

児童・生徒の、夏休みを含む日常生活における自由研究や作品等の募集と公開展示を行い

ます。また、「からくり儀右衛門展」（創作物）や「福岡県小・中学生科学作品展」へ、展示

作品の中から選定・推薦します。優秀作品については表彰されます。

○サイエンスフェア

青少年科学館と久留米工業大学に依頼して、子どもたちの興味・関心を高めるサイエンス

フェアを開催します。理科作品展と同期日、同会場で行います。今年度は、第７０回を記念

した特別企画として、久留米市市民文化部文化財保護課から田中久重が製作した「からくり

人形」の実演、説明をしていただきます。

（２）理科指導力向上事業

○理科教育センター委員連絡協議会における安全

な実験に関する研修

（３）理科教育充実事業

○校内及び理科室の環境整備支援

・薬品の管理に関する掲示

・ノートの書き方モデルの掲示

（４）理科授業支援事業

○理科教育推進協力校での取組の成果の広報

（５）理科備品貸出支援

（６）理科教育広報事業 【理科教育推進協力校（篠山小）での出前授業】

各学校より１名、理科教育センター委員を委任して、次のような役割を担っていただきます。

① 学校における理科教育の推進を図る。

② 理科室の環境整備を図る。

③ 薬品等危険物の取り扱い並びに学校保管の仕方について指導助言を行う。

久留米市理科教育センターとは

今年度の重点

事業の内容

理科教育センター委員



久留米市理科教育センターでは、久留米市の多くの子どもたちが自由研究に取り組み、自然を調

べる楽しさややり遂げた喜びを味わって欲しいと願っています。夏休み前に、理科教育センターよ

り「理科の自由研究をしよう」「第７０回久留米市理科作品展理科作品募集」のプリントを配布し

ます。是非ご活用いただき、子どもたちに自由研究をイメージを持たせたり、夏休みは自由研究に

取り組みたいという意欲を持たせてたりしていただきたいと思います。

所 長

事 務 局 運 営 委 員 会

事務局長 後藤英幸 小教研理科部会長 袋野栄三郎校長（川会小）

担当指導主事 松澤善明 中教研理科部会長 江田 昭彦校長（明星中）

会計 内野光博 理科教育研究会会長 古賀 清 校長（荒木小）

常 任 委 員 会

□運営委員（小教研理科部会長 中教研理科部会長 理科研究会会長）

□常任委員

○理科授業改善担当

宮路康幸（江上小） 秋山昌宏（筑邦西中） 牟田真希子（船越小）

○理科展、サイエンスフェア担当

荒木 修（城南中） 廣重邦彦（小森野小） 吉村真司（篠山小） 香月正範（日吉小）

理 科 教 育 セ ン タ ー 委 員

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 中学校

【下田】 【田主丸】 【津福】 【西国分】 【篠山】 【南薫】 【城南】喜多原健司

富久 源 松岡 修 草苅 幸 牟田 安範 吉村 真司 深川 祐子 【江南】篠田 啓介

【日吉】 【荘島】 【水分】 【小森野】 【山本】 【大善寺】 【櫛原】瀬戸口玲奈

香月 正範 河野 晴子 江藤由美子 廣重 邦彦 武藤 早紀 宮田安利子 【牟田山】岡田 知剛

【東国分】 【鳥飼】 【城島】 【西牟田】 【荒木】 【善導寺】 【諏訪】今村 敏雄

與田 崇 友田 陽輔 森永 祐介 森 博史 橋本 正照 平田達二郎 【良山】國武 陽子

【上津】 【川会】 【弓削】 【三潴】 【京町】 【北野】 【明星】秋山 嘉宏

角田 敬二 安丸須賀子 長野 由紀 吉田 道洋 笠 廣樹 西藤 早織 【宮ノ陣】 泉 年治

【水縄】 【安武】 【高良内】 【御井】 【青木】 【犬塚】 【荒木】中村 翔太

渕野利江子 金丸美喜子 坂田 正史 草島 博 北原 伴信 澁田 賢一 【筑邦西】秋山 昌宏

【長門石】 【大橋】 【青峰】 【金丸】 【山川】 【浮島】 【屏水】弥永 守孝

塚本 康博 古賀 睦美 笹原 一将 大石 明子 西見 弘美 三栗野正男 【青陵】北島 譲

【宮ノ陣】 【江上】 【竹野】 【合川】 【南】 【船越】 【高牟礼】後藤 麻美

中島 志穂 松延 花子 中山 礼佳 片桐 愛美 杉山 秀行 牟田真希子 【田主丸】山下 丹

【柴刈】 【大城】 【金島】 【草野】 【北野】尾形 謙太

藤野 美樹 永松 勲 竹内 裕紀 下川 仁志 【城島】西見 昭彦

【三潴】小宮 詳子

夏休み前に、自由研究の仕方の指導を

平成２９年度久留米市理科教育センター組織



理科教育推進協力校（篠山小学校）での主体的、対話的な理科授業実践の取組を紹介します。

めざす授業像「自分の問題を解決しようと観察・実験に取り組む授業」

「観察・実験の可視化した結果を各自が考察し、対話で深める授業」

◇板書モデルと理科授業実践の教師の６つの支援（①～⑥の太字）

（参考資料：「楽しい！ふしぎ？やってみよう！理科の授業改善の工夫・改善」久留米市教育センター H27年 3月）

風やゴムのはたらき めあて 結果

前時の活動の記録 ゴムをのばす長さをかえた車のすす ③教師が結果を整理、可視化

※まとめ等 むきょりをくらべて、ゴムのはたらき 10ｍ ・

を調べよう。 ・・

5ｍ ・ ・

見通し ・・

①自然事象との出会わせ方の ＜よそう＞ 5㎝ 10㎝
工夫（問題意識） ・のばしたゴムは元にもどろうとする ④可視化した結果を個別に考察

１ ゴムをのばしてみよう。 力があるので、ゴムを長くのばした 考さつ

・手ごたえ 方が遠くまでいくだろう。 （ ）とよそうしていた。調

強 ←→ 弱 ＜方法、してん＞ べたら（ ）だった。よそうは

くらべる 5㎝のばす 車 → m （ ）だった。このことから（ ）

10㎝のばす 車 →→ m が分かった。

２ ゴムを１０㎝のばすと車は ⑤教師の支援で対話的な考察

どれぐらいすすむかな。 ②児童、生徒による予想、視点の説明 ⑥まとめのキーワードの提示

・５ mぐらいかな。 の場づくり（見通し） ＜キーワード＞・ゴムの力

・もっと詳しく知りたいなあ ・うごかす ・もとにもどる

・ゴムの力のはたらきに詳し まとめゴムは長くのばすほどもと

くなりたい。 にもどるゴムの力が大きくなって

ものを動かす。

①～⑥までの支援の中でも、特に①問題意識と②見通しを確実に持たせると観察・実験がより子どものものにな

ります。また、５、６年生では③結果の可視化の方法、⑤教師の支援が考察を深める上で大切です。

左のノートモデル例は、理科教育センター委

員連絡協議会で久留米市の理科学習の基本形と

して提案したものです。理科ノートを見開きで

書くと１時間の学習の流れを一目で見ることが

できます。また、担任がかわっても同じノート

形式で指導を積み上げると科学的思考力が育ち

ます。今年度は、学習環境整備として「ノート

モデル」「薬品管理」を提案しています。

全学年のデータはサスティック→「ファイル

共有サーバ」→「17 教育センター」→「理科セ
ンター」→「理科センター内容→各校へ」にお

いています。コピーして掲示にご活用ください。

ゴムをのばす長さをかえて車

がすすんだ長さをくらべると、

ゴムのはたらきがわかります。


